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 P2P で構築される P2P ネットワークは IP ネットワークの形状を考慮せずに構築するため，IP
ネットワークの構成は通信性能に影響を与える．しかし，今までの研究では ISP 内にいるピア同
士で通信を行い，ローカライゼーションすることで，ネットワークのトラフィック量を減らし，
ISP 外の遠くのピアより，ISP 内の近くのピア同士での通信が増やすことで，P2P の効率を上げ





率の良いトポロジを明らかにしていく．また，一般的に P2P を利用しているときに Web を利用し
ていることがあり，P2P ネットワークに Web のトラフィックが混在している．その場合に，Web
を利用しているピア自身や，ネットワークに参加しているピアや，P2P ネットワークの効率にど
の様な影響を与えるのか明らかにする．本研究ではネットワークシミュレータの ns2 を用いて
BitTorrent での評価を行う．  
 その結果，3 層の階層構造で形成された IP ネットワークトポロジの時，ピアが 100 で，アンチ
ョーク数を増やした時に，他のトポロジよりも輻輳が発生しにくく，P2P ネットワークの効率が
高いことがわかった．また，Web をダウンロードしているピアがいる時は，そのピアのダウンロ
ード時間と貢献度が下がる．しかし，アンチョーク数を増やすと Web をダウンロードしているピ
アも貢献度を高くすることができた． 
 
